2018年度　兵庫県立国際高等学校　オープンハイスクール　体験授業
① 総合英語『DDD』　～ Let’s perform in English ! ～　　3年各教室　　(2号館2階)　　　

【内容】グループ内で、短くて簡単な英語落語の小話の練習、発表とストーリーのオチ(punch line)を考えるグループワークをします。「英語で落語なんて私にできるのかな。」と思う人もいるかもしれませんが、大丈夫です。国際高校１年次生が手伝ってくれます。英語で表現することの楽しさを実感してください。

【担当】　　　　　(日本人教員、ＡＬＴ)

・３－１教室　
　池本、Andrew 
・３－２教室　
　柳瀬、Sadie, Sarah
・３－３教室  
　山崎、Fiona 
②『外国語としての日本語』　　大講義室　　（3号館4階）　　　　　　　　　　　　　　
【内容】この授業では、普段使っている日本語について視点を変えて学びます。私たちは日常生活の中で何気なく日本語を使っています。しかし、日本語を学ぶ外国人にとって、日本語の発音やイントネーション、文法など、私たちが予想もできない様々な面で困難を感じます。この授業では、日本語を学ぼうとする外国人の立場になって、日本語をどのような音として捉え、日本語の何に難しさを感じているのかを理解することを目指しています。

【担当】　渡辺、吉井
③『国際ボランティア研究』　　239教室　　（2号館3階）　　　　　　　　　　　　　　
【内容】世界には、いろんな国があります　　→　どこに、どんな国がある？世界の国々では、いろいろな困ったことが起きています　→　どんなことが起こっているの？それらの問題を、どうやって解決したらいいのだろう　　→　誰が、どんなことをしている？私たちにも、何かできないだろうか→　私たちにできることを考えようこれが「国際ボランティア研究」という授業です。ちょこっとだけお見せします。　　　　　　　                                 　
【担当】住野、桂
④『絵本で見る世界』　　　生物教室　　（3号館2階）                  
【内容】「絵本の読み聞かせ」「グラフィックデザイナーによるコラージュを活かした絵本の制作」「英語絵本の翻訳」「豆絵本の制作」「紙芝居の制作」など、様々な分野のプロフェッショナル講師の指導によって絵本の世界観を拡げます。
【担当】澤井、長村
⑤『応用科学（実験）』　　　化学教室　（3号館1階）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【内容】「国際高校で科学！」というと、みなさんどう思うでしょうか？この「応用科学」では、日常生活にみられる現象・物質を題材に、実験を通して、思考力・分析力を身につけます。オープンハイスクールでは「電気分解」「燃料電池の作成」を通して、化学エネルギー・電気エネルギー・力学的エネルギーなどの変換を学びます。　

また、日本と海外の科学の教科書を見比べてみて、科学と英語の関係についても考えます。

　【担当】　向江　
⑥『世界を読み解くための思想』　　228教室　（2号館2階）　　　　　　　　　　　　　　　　
【内容】『世界を読み解くための思想』では、世界の宗教・世界の偉人の思想について学びます。そう聞くと、なんだか難しいことを学ぶような気がしますが、日常生活における様々な疑問は、過去の偉人の思想で解決されることもあります。オープンハイスクールでは、みなさんの身近な話題を思想で解き明かしていきたいと思います。
                                                        　　　　　　　【担当】曽我
お知らせ：上記①～⑥の科目は、2018年度に開講している国際科目/英語科目です。2019年度以降に、講座の名称・内容の変更や閉講する場合があります。あらかじめご了承ください。

